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た
。
だ
が
、
実
際
に
は
麦

物
資
も
驚
く
ほ
ど
少
な
か

石
柚
不
足
が
被
災
地
を
弧

、
暖
房
も
か
な
わ
な
い
。

っ
て
い
る
は
ず
」
と
踏

ワ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
わ
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
◆
も
。
●
●
●
■
■
ｄ
ｑ
ｑ
ｑ
■
■
■
。
。
ｑ
■
０
■
ｑ
■
□
、
や
●
●
●
①
。
◆
●
■
』

「

一
度
は
助
か
っ
た
命
が
論
次
々

と
梢
え
て
い
く
。
・

地
震
後
の
避
難
生
活
な
ど
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
や
体
調
不
良
が
引
き

起
こ
す
震
災
関
連
淫
・
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
い
ち
早
く
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
神
戸
協
同
病
院
（
神

戸
市
長
田
区
）
院
長
上
田
耕
蔵

（
帥
）
Ⅱ
同
市
垂
水
区
Ｉ
は
こ
れ
ま

で
に
４
度
雨
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
を
訪
れ
た
。
「
全
容
は
ま
だ

見
え
な
い
が
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど

関
連
死
が
出
て
い
る
の
で
は
…
」

大
阪
生
ま
れ
の
上
田
と
神
戸
と

の
縁
は
、
北
野
高
校
か
ら
進
ん
だ

④「医｣の目線

弱
者
の
状
況
改
善
訴
え

神
戸
大
学
医
学
部
で
育
ま
れ
た
。

聡
年
前
。
神
戸
の
街
で
、
当
時

か
ら
院
長
を
務
め
る
上
田
は
認

難
所
か
ら
の
婆
繍
送
が
続
出
し

て
い
量
と
聞
い
た
。
冬
の
避
難

所
に
十
分
な
暖
房
は
な
い
。
粉
じ

ん
や
ほ
こ
り
も
琴
っ
。
過
酷
な
環

境
が
高
塗
冨
弱
者
を
錘
っ
た
。

上
田
は
肺
炎
や
心
節
梗
塞
が
相

次
ぐ
実
情
を
調
べ
、
関
連
死
の
存

、
Ｉ
！

在
を
訴
え
た
。
被
災
市
町
は
日
本
が
集
中
し
、
関
連
死
の
危
険
は
あ

■
■
■
一
■
■
■
ｑ
ａ
Ｌ
Ｕ
Ｐ
回
ｑ
ｋ
４
宙
跨
師
０
１
Ｍ
Ｊ
Ｌ
弓
、
川
叩
勺
９
勺
田
口
ロ
鞭
叩
、
判
別
Ⅶ
四
句
、
●
『
凸
凹
、
ロ
■
ロ
ｑ
叩
Ⅷ

「
高
齢
者
や
家
族
は
連
絡
手
段

や
車
を
奪
わ
れ
、
助
け
を
求
め
る

こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
」
・
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ヤ
ー
は
そ
う
漏
ら
し
た
。
支
援
者

も
数
多
く
津
波
で
亡
く
な
っ
た
。

途
方
も
な
い
広
域
災
害
に
よ
る
孤

立
の
深
刻
さ
に
旬
身
震
い
す
る
。

真
を
迎
え
、
被
災
地
で
は
仮
設

住
宅
の
入
居
が
本
格
化
。
今
度
は

阪
神
。
淡
路
で
相
次
い
だ
独
居
者

の
孤
独
死
が
心
配
さ
れ
る
。

上
田
は
聞
き
取
り
調
査
を
続
け

る
。
現
場
で
何
が
起
き
、
な
ぜ
命

が
撞
え
る
の
か
。
「
医
療
者
の
目

線
で
訴
え
れ
ば
、
城
況
が
改
善
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で
一
人

で
も
守
れ
た
崖
（
敬
称
略
）

Ⅱ
４
面
に
続
く
Ⅱ

で
初
め
て
、
震
災
と
関
連
死
と
の

因
果
関
係
を
認
め
、
適
族
に
弔
慰

金
を
支
給
。
関
連
死
者
は
兵
庫
県

内
で
ｇ
工
９
人
に
上
っ
た
。
そ
の

後
、
関
心
が
高
ま
り
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
を
施
設
に
緊
急
入
所

さ
せ
る
動
き
も
広
ま
っ
た
。

今
年
Ｓ
月
。
東
日
本
大
震
災
発

生
か
ら
９
日
後
、
上
田
は
宮
城
県

の
避
難
所
を
巡
回
し
た
。
受
援

る
程
度
減

６△･理’垂’４１↓↓』９Ｊ

》
こ
の
連
載
は
毎
週
日
曜
日
に
一

》
掲
載
し
ま
す
。

か
せ
た
が
、
一
緒
に
い

即
●
●
＆
●
●
●
●
Ｃ
ｅ
●
■
◆
ゆ
今
●
で
●
。
●
●
。
●
旬
。
●
●
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ｐ
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■
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■
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●
中
旬
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●
●
●
写
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句
●
●
●
●
あ
口
８

低
体
温
症
が
続
出
し
て
い
た
ｂ

目
の
前
で
も
ｍ
代
の
女
性
が
突

然
の
心
臓
発
作
で
倒
れ
、
蘇
生
を

試
み
た
が
亡
く
な
っ
た
。
女
性
宅

を
訪
ね
た
上
田
の
前
で
、
家
族
は

上
田
は
思
う
。
そ
れ
で
も
、
弱
者

か
ら
命
が
奪
わ
れ
る
。
患
像
を

絶
す
る
ほ
ど
の
災
害
に
、
完
全
な

備
え
は
不
可
能
。
で
も
、
も
う
少

祉
も
最
霊
屋
尽
く
し
て
い
る
、

難
所
に
行

れ
ば
よ
か

「
自
宅
が
浸
水
し
、
一
人
だ
け
避

家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

ん。地域の高齢者を守る取り組みの一つだ＝
神戸市長田区二葉町５（撮影・岡田青磨）

つ
た
…
」
と
涙
ぐ
ん
だ
。

医
療
や
福と

し
、
な
ん
と
か
せ
な
あ
か
と
。

答
え
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
。

４
，
５
月
に
は
、
一
一
季
、
宮
城

県
で
診
療
活
動
に
加
え
、
介
護
施

設
や
自
治
体
で
聞
き
取
り
調
査
を

し
た
。
高
齢
者
保
謹
の
切
り
札
と

考
え
て
い
た
緊
急
入
所
が
、
震
災

直
後
に
あ
ま
り
実
行
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
た
。

阪神・淡路大震災後、
養護老人ホーム謹壷！


